
「新しい文化政策プロジェクト」
公開フォーラム

専門分化と分野横断について考える



グループ討論トピック
【会場】

１．文化施設は分野ごとが最良なのか？

２．コラボレーションの成功例・失敗例を考える

３．「学際的」は本当に学際的か

４．境界に立って 文系×理系の違いを考える

５．公共（public）性とは…官と民との役割分担を問い直す

【オンライン】

６．「専門ばか」につける薬はあるのか？

７．アマチュア趣味の真価を社会は汲み取れているか

８．現場と法の溝を語る 著作権をどうしたらよいか



それぞれ専用施設の設置が望ましいとされてきた
それぞれに専門家が存在することは重要で、文化施設の分野ごとの高度化につながった

文化施設は分野ごとが最良なのか？

博物館・美術館 図書館 劇場・音楽堂

学芸員 司書 専門人材

課題）施設がバラバラ
人の文化体験や文化実践は本来総合的なものだが、社会の枠組みにより分断されている

所管の違い、行政区の違い、県立・市立の違い、分野の専門性の違い
➡縦割りで連携は容易ではない（連携の試みはあるが、全国的には少ない状態）

博物館・美術館

図書館

劇場・音楽堂

広場

狭義の文化政策
・分野ごとの施設の支援
・専門性を高める
・アクセスを高める、鑑賞者拡大

大きな文化政策
地域の広場として
多角的に連携する
文化施設のあり方、
仕組みを構想する



2. コラボレーションの成功例・失敗例を考える

①創作の現場において、古今東⻄、数々⾏われ
ているコラボレーションの実例をあげる

②それらが成功あるいは失敗と考える判断基準を抽出

③創作におけるコラボレーションの意義を改め
て考える。要・不要／可能・不可能等

参考：中学校学習指導要領解説美術編

・各活動において，互いのよさや個性
などを認め尊重し合うようにすること。

・互いの個性を⽣かし合い協⼒して創
造する喜びを味わわせるため，適切な
機会を選び共同で⾏う創造活動を経験
させること。



３．「学際的」は本当に学際的か
「学際性」「学際的」

（仮の定義として）複数の専門分野を横断し、それらの中間に着目
したり、それら既存の観点を組み合わせることで何かを生み出そ
うとしたりする志向性。また、そのような志向を持っていること。

「学際的」な研究・教育の現場で・・・

たとえば「文化政策学部」のカリキュラム：

行政学＋経営学＋法学＋社会学＋美学＋美術史＋演劇史 etc.etc.....

⇒大学院生になろうとすると・・・「では、専門はどれにしますか？」

「学際性」とは、「元の鞘」としての専門分野に対し、
いっときの「組み合わせの妙」でしかないのだろうか？

どうしたら「学際性」の限界を超えられるか？

とても「学際的」！

しかし・・・



問 1. 文系と理系に学問の本質的な違いはあるか？ あるならどの部分か？

問 2. 大学受験（ex.数学の有無）が文系×理系の選択を強いているのではないか？

問 3. 文理選択が高校のカリキュラムまで及んでいることが生徒の人生を狭めてないか？

境界に立って 文系×理系 の違いを考える
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公共（public）性とは…
〜官と⺠との役割分担を問い直す〜

・「公共」の意味すること
→「公」と「共」の混同？

・「⽂化（芸術）」と「⽂化政策」
→「公（おおやけ）」による⽂化政策とは？

・「⽂化」を⽀える「公」と「共」との新しい関係
→官と⺠との役割分担は可能か？



6.「専⾨ばか」
につける薬は
あるのか？

• 近代＝「専⾨家」の時代�
 (cf.)�「万能⼈」、「天才」、「⽂⼈」�
  「アマチュア」�

➢「専⾨家」による局所的な「合理的」
判断が、社会全体に「不合理」を招く？�

●「専⾨家」の領分（限界）とは？�
●「専⾨家」が⾃らの専⾨性に⽴脚して語
ることのできる「⽂化」領域とは？

「専⾨ばか」�
�ある限られた分野の事
柄には精通しているが、
それ以外の知識や社会常
識が⽋けていること



7-アマチュア趣味の真価を社会は汲み取れているか

鉄道は、
　・様々な技術の総合体
　・日本に導入されて 150 年
　・身近な交通機関

〇プロとアマチュアの棲み分けが
はっきりしています

〇師匠弟子の教育制度がある趣味
（音楽実技や文芸、茶道、華道…など）
と、サークルおよび自己研鑽型趣味
（芸術鑑賞、鉄道趣味など）
しかし…　
　→最近は伝統芸能も youtube ？
　→当事者感はどう違う

〇鉄道ファンは、職場では趣味のこと
は語らないってホント？

〇高いスキル、広い知識を持っていま
す
　・写真・録音術に長けてます
　・地理に詳しい
　・技術理論や歴史も解し、都市形
　　成論等広い見識を持つ人もあり
　・鉄道模型は美術品

〇理解されない趣味
（貴重な写真や資料が家族にも理解さ
れずに廃棄されるケースもあり）
家庭との折り合い、社会との折り合い

趣味を大切に生き生きと
暮らしたい個人と、

それを受け入れる文化環境が、
Win-Win であるためには？



ジブリアニメの背景画をネット公開するために


１０人ほどの許諾をとることを提案した社員に対して、鈴木敏夫Ｐは……

“すぐやれ。潰されるから

その１０人に言う必要はない。”
『熱風』2020年8月号

https://www.ghibli.jp/info/013344 /

グループ討論「現場と法の溝を語る　著作権をどうしたらよいか」
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